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まずは一点目について述べる。平成 31 年４月 16 日，文部科学省 (以下，文科省) による
平成 30 年度「英語教育実施状況調査」の結果が公表された。「第３期教育振興基本計画」の
中で目標として掲げられている「中学校卒業までに CEFR2 A1 レベル (英検３級) 相当以上
の生徒の割合を 50％以上にする」点，「高等学校卒業までに CEFR A2 レベル (英検準２級) 
相当以上の生徒の割合を 50％以上にする」点についてはそれぞれどうだったのだろうか。 
文科省 (2019) によると，結果は，前者を達成した中学校三年生の割合は 42.6% (前年度
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がった。なお，対象は必修科目・選択科目ともに第２学年の，のべ人数約 220 名である。 
 
表１ 年度初めの授業で実施した英語学習に係るアンケート調査結果 3 



















































































 筆者の勤務する神奈川県立新栄高等学校は，横浜市北部に位置する，全校生徒 1,000 名を
超える全日制普通科の高校である。一学年約 340 名から成り，各学年９クラスで編成されて
いる。1983 (昭和 58) 年４月に第１期生を迎え，2019 年は第 37 期生を迎え入れた，比較的
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(1) T:質問 A ⇒ S:無反応・沈黙 ⇒ T:質問 A ⇒ S:応答 
(2) T:質問 A ⇒ S:無反応・沈黙 ⇒ T:質問 B ⇒ S:応答 
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２ CEFR: 日本語では「ヨーロッパ言語共通参照枠(Common European Framework 
of Reference for Languages, CEFR)」とされ，例えば，新学習指導要領ではCEFR








  ４ 生徒の回答数が多かった部類のものについて，文意が損なわれない程度に筆者が簡
易化させたものを記載している。 
 




文部科学省 (2019) 『平成 30 年度「英語教育実施状況調査」の結果について』 
https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1415042.htm 2019 年 12 月
30 日検索 
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違えてもそれを認める授業空気の醸成である。 
続いて，「２回考える」についてであるが，これを行うのは教員である。あらゆる発問に
対して，言葉足らずの場合に限っては生徒から返ってきた答えを，文字通り，ことば通り受
け取るのではなく，直接表現されない意味，いわば connotation の理解に努める姿勢であ
る。そのために生徒には，「単語よりも文にして答える」，「答えには理由を添える」ことを
求めている。これもすぐに生徒に浸透するものではないが，粘り強く取り組んでいる。 
 
 
4. 今後の課題 
 
 全体的な指導にあたっては，４技能をそれぞれ独立して扱うだけではなく，理解に基づい
て書かせたり，話させたりするといったアウトプット活動に結びつけることが重要である。
その中で語彙や文法を，文脈に合わせた意味のある使い方ができるように指導する精度を高
めることが必要である。教科書で扱う単元のメインテーマに合わせて導入を行ったり，アク
ティビティーを設定させるなどして，なぜ教科書を読んでいるのか，なぜクラスメイトと協
働学習しているのかについてもっともっと必然性をもたせたい。そしてせっかく活動を行っ
ているのだから，必要に応じて丁寧に活動のやり方や目的を伝える。教員も惰性に流され
ず，インプットとアウトプットの往還を意識することが求められる。それでいて独りよがり
の授業にならないために，アンケートや普段の会話から生徒のニーズを把握することも必要
である。生徒の興味は多岐にわたるため，教員は自分自身のアンテナを高め，正確な情報を
もって生徒に接することが肝要だと思いを新たにし，授業改善に努めたい。 
現在，筆者が勤務している地域では他校へ授業見学をさせてもらう機会も比較的多く設定
されており，同校種間では徐々に風通しがよくなってきている。しかしながら，自戒の念を
込めて述べるならば，公開されている授業の多くは，残念なことに，「誰かに見せるための
授業」という印象が拭えないものである。かつての「アクティブラーニング」というキーワ
ードへの理解不足，およびそれに端を発する目的が不透明なペアワーク，グループワークを
乱発させ，内容を膨らませはするものの，まとめの時間に結論を見いだせないディスカッシ
ョンにかなりの時間を割き，またはまとめの時間自体が設定されないまま，教員が正答らし
き結論を突然提示して，結局生徒の活動は何だったのかと感じさせる授業である。そのよう
な授業は往々にして生徒の関心をつかむために，導入部分には工夫が凝らされているが，展
開部分は生徒の自主性という抽象的な概念に大いに頼り，議論を拡げっぱなしにし，まとめ
の部分は先述のように詰めが甘く，収斂されることが難しい構成になっている。スローラー
ナーを意識するならば，充分に時間を掛けてでも，活動の目的と今何をしているのかを生徒
と共有して教科書を開きたい。授業の技術論ばかりに走り，目の前の生徒を置き去りにする
ことがないよう，学問的知見を教育に応用する力を磨き，目の前の学習者の英語力向上に資
する授業改善をこれからも考えていきたい。 
 
 
注 １ アルファベットの認識に困難を覚えるような，初期段階から英語学習に躓いている
学習者などを指す場合もあるが，本稿では，様々な学力レベルの学習者が集まる学
校，特に教室内において英語の学習に躓いている生徒を想定している。 
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